
目指すゴール

関係部局・関係機関等
保健福祉部（福祉政策課・生活支援課・高齢者活躍支援課・地域包括ケ
ア推進課・障害福祉課・保健所健康課）／教育委員会（学校教育課）／

こども未来部（こども政策課・こども総合支援センター）など

ヤングケアラー支援

取組の概要と具体的な活動

こども未来部

＜お問い合わせ先＞ こども未来部 子育て家庭福祉課 TEL：026-224-7062 Mail：ko-fukushi@city.nagano.lg.jp
こども総合支援センター TEL：０２６-２２４-７８４９ Mail：kodomosougou@city.nagano.lg.jp

ヤングケアラー（家事や家族の世話などを日常的に行っている子ども・若者）が、社会か
ら孤立せず、自らの人生の可能性を追求できるよう、必要な支援をするため、相談・支援
や広報・啓発等に取り組む。

活動内容

庁内外の関係機関と、ヤングケアラーを支援
するためのネットワークを構築し、地域全体
で支援していく。

コーディーネーター２名を配置し、子ども・若者から
の相談を受ける体制を整備して、必要な支援を行う。

「相談・支援窓口」の設置１

広報・啓発活動の実施２

「ケアラー支援ネットワーク」
の構築

３

パンフレットや動画の作成、SNS
や市報、市政出前講座などにより、
ヤングケアラーについての認知
度向上・理解の促進を図る。

ヤングケアラー実態調査の実施４
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取組の概要

潜在的なヤングケアラーを把握するため、市
内の全小中学生にアンケート調査を実施し、
直接的な支援につなげるとともに、支援ニー
ズを把握し、新たな施策形成につなげる。



目指すゴール

関係部局・関係機関等

保健福祉部（保健所含）／教育委員会
所管事業者／子育て支援団体（民間）

こども総合支援センター
「あのえっと」における

相談・支援

取組の概要と具体的な活動

こども未来部

＜お問い合わせ先＞ こども総合支援センター TEL：０２６-２２４-７８４９ Mail：kodomosougou@city.nagano.lg.jp

取組の概要

子どもに関わる相談（育児、発達、不登校、いじめ、虐待等）にワンストップで対応し、関係
機関と連携・調整により支援につなげる。

活動内容

子ども、保護者、関係者等からの相談に専門の相談員が対応す
るとともに、相談の内容により関係機関と連携・支援を行う。
LINE相談を導入し、今まで相談できなかった人でも相談しや
すい体制を整備する。

子どもに関わるワンストップ相談の実施1
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保育所等へ発達相談員が訪問する「にこにこ園訪問」やフォ
ロー教室等を実施し、発達支援が必要な子どもと保護者等
の支援を行う。

発達支援あんしんネットワーク事業の実施2



目指すゴール

関係部局・関係機関等

教育委員会

放課後子ども
総合プラン事業

取組の概要と具体的な活動

こども未来部

＜お問い合わせ先＞ こども未来部 こども政策課 TEL：026-224-６７９６ Mail：ko-seisaku@city.nagano.lg.jp

取組の概要

子どもたちの遊びや交流、体験活動を通した健やかな育ちと、保護者の仕事・子育ての
両立を支援するため、放課後における安全で安心な子どもたちの居場所を確保する。

活動内容

「放課後子ども総合プラン」の実施１

安定した運営と利用者サービスの向上２

子どもたちの放課後の安全安心な居場所の提供と、
様々な体験の支援を、児童館・児童センター、子どもプラザ
など全8２施設で実施する。

「一般財団法人 ながのこども財団」を中心に、安定した
事業運営と一層の利用者サービスの向上を図る。
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目指すゴール

関係部局・関係機関等

教育委員会／保健福祉部

子どもの体験・学び応援事業
「みらいハッ！ケン」
プロジェクト

取組の概要と具体的な活動

こども未来部

＜お問い合わせ先＞ こども未来部 こども政策課 子どもの体験・学び応援事業推進室 TEL：026-224-9717
Mail：taiken-manabi@city.nagano.lg.jp@city.nagano.lg.jp

取組の概要

所得制限を設けず、市内に居住する全小中学生に対して、スポーツや文化芸術、自然体験、
民間の各種教室などに利用できる電子ポイントを配布し、子どもたちに多種多様な体験・
学びの機会を提供する。

活動内容

さまざまな体験や学びの機会を提供１

市内に居住する小中学生のチャレンジを応援するため、地域の
様々な方や企業の皆さんと協力し、子どもたちの成長につなが
る上質な体験や学びの機会を提供する。
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だれもが利用しやすいサポート体制の構築2

子どもの特性や事情により、体験活動への参加に不安を感じ、
利用しづらいケースも想定されるため、個別の相談窓口となる
地域コーディネーターを配置し、だれもが体験・学びの機会を
得られるようなサポート体制を構築する。


